


















する｡だが近代日本人は､西洋ス イルの外面的へ模倣)　に狂奔した めに､旧来の伝統が断絶 ､それ 従い質的観念が消えてしまったと述べる｡昔ながらの伝統に対する優れた感情はそれを拒否したが､挙って外国の(模倣)に明け暮れしたという がタウトの近代日本批判 骨子である｡
だが､(模倣)という概念が'タウトに必ずしも否定的なのではない｡何を如何に　(模倣)すべきかの問いは彼


















る｡そこから生じる解体表現が､いわば生命的自然性に即して案出され ｡彼の究極価値を求める過剰な願望は､まさに破綻するかのようで'そこに均衡を回復しっつ､人間的意味へと反転する｡それは読み手 ､ある種の相反両立的な歪像を喚起させ､そこに安吾の道化的妙味がある｡彼は人々の生命力を活性化させたい欲 から､より良き合理性を唱え' の独自な思想を､随所に笑 の共感を誘うように語った｡そ 思想表現の核心には'万人に共通の問題として､｢私｣　 人生を如何に生きるべきかの問い ｡また伝統とは遺産 継承ではな-､脱構築的に自ら再建すべきという志向性がある｡
(3)　自己の発見彼は昭和五年当時の文学的出発にあたり､同人誌の　｢言葉｣　でマリー･シエイケヴィツチの　｢プルーストに就い
てのクロッキ｣　(5･1 1)　や､後継誌｢青い馬｣　でポール･ヴァレリー 　｢ステファヌ･マラルメ 　(6･5)　など
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のフランス文学に関する翻訳に取り組んだ｡そうした外来文化の受容の渦中で'書かねばならぬ自らの言葉を育成し､直観の源泉を活性化させてきた過去の軌跡を'後には　｢私の一生は誰から影響を受けたというような素性の正しいものはなく､そのくせ軽率な模倣癖は驚-ほど旺盛であるから'そ 程度 影響は雑多無数でキリがない｣(｢処女作前後の思い出｣　2 1･3)　と回想する｡
また昭和十一年十二月に発表した｢日本精神｣　で､日本の文学者は如何に自己に無意識でも'製作結果において









ないと言う｡そうして混乱した否定状況を'強靭な生命力で反転させ'日本人が健康で'その生活が正当な欲求に根ざす限り､(模倣)的文化の性格に何ら劣等感を抱-ことはないと言った｡｢近代の超克｣ 議論(｢文学界｣1 7･9)　の半年前に'この　｢日本文化私観｣　(1 7･3)　は発表された｡安吾の思想表現には､自己の現存を軸にした近代主義の主張が鮮やかである｡だが､古きを捨て去るのみで真の新しさを案出するのは不可能である｡次章で見るが､彼の自我 創造発見に歴史的手本は確かに存在した である｡
Ⅱ　｢実質｣ということ(-)　京都での生活昭和十二年の初冬から半年間､安吾は京都の伏見区稲荷に住んでいた｡その当時の回想が｢俗悪について｣であ
る｡京都の生活では名物の猪はHに合わず､祇園の舞妓も魅力に欠けていた｡だが座敷で見栄えのしない彼女達が､ダンスホールの群集に混じると不思議な光彩を放った｡それは相撲を見る びにも感じ､土俵の力士は国技館を圧倒する勢いがあった｡それを野球 比較すると'当時の日本選手は広いグランドの中で'貧弱に見えた｡本場の野球が来た時､そのスタンドプレーは場を圧し､グランドと対等であった｡それは身体能力や技巧よりも'本場の伝統の貫禄のせいだと言う｡こうした所に彼 生きた時代的反映があ は免れない｡だが､伝統を維持するに価する｢実質｣がないと､永遠 生命は保持 きない いう主張には､ 代的反映や制約 超え 意味がある｡
｢実質｣とは事物の内容･本質のことであり､それは安吾の思想の重要なキーワードである｡他の評論では､平
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安時代の藤原氏を'｢本能的な実質主義者｣(｢続堕落論｣　2 2･6)　と呼んだり､また日本的風流や枯淡への嫌悪として｢通はますます実質を離れて枝葉に走る｣(｢デカダン文学論｣　2 1･1 0)などの記述がある｡そして夏目淑石 『こころ』　(T3･1 2)　を取り上げながら､淑石文学の特質を､｢物それ自体の実質について､ギリギリのところまで突きとめはせず'宗教の方へでかけて'そっちに悟りがないというので､物それ自体の方も諦める｣と言い､そのことは肉体のない文学へ 批判へと発展する｡安吾の｢実質｣ 概念は'より以上 生命の実現を種子として学むという事柄に通じる｡それは実現すべきものと単純に一義的に結びつくのではなく'偶然を学んだ多様性で繋がる｡安吾は日本的形式主義が'欧米の実用主義と比べ､その内容において脆弱 あると考えていた｡そし タウトが拒絶した　｢俗悪｣　 ､むしろ積極的意味 与え､日本文化 おけ 人間論を展開する｡
彼に親しみのある京都は天竜寺や大徳寺ではなく'社殿柵内の小石に欲しい金額が書かれていた嵯峨の車折神社
などである｡そうした人々の悲願に関わる小石 ことは､鮮明に心に焼き付 られた｡また嵐山劇場で見たユニークな芸人や他の旅芸人達の痛々しさや､曲馬団あがりの女中の描写 ど は' 青春論 　(1 7･1 2) のサーカスやレヴューの話と同様に､人の世の冷落への切 思いがある｡
彼は嵯峨で長編『吹雪物語』　(13･7)　の執筆に取り組んだ｡そこには｢孤独の中で､私は半生を埋没させて墓
をつ-る仕事をし､そして､そこから生れ変って来よう｣(｢『吹雪物語』　再版 際して｣　2 2･3)　 念願があった｡そんな折､丹波の亀岡城跡に､不敬罪に科せられた大本教本部 あり､爆破された廃城を､友人と見物に出かけた｡城跡は鉄条網が張られ､二人は れを乗り越え､大本教の住処 踏み込んだ｡帰-に街の茶屋で一 馬方と地酒を飲みながら話したが'彼らの風貌は刑事と勘違いさ る｡そうした出来事は戯作者的 ､一つの心象風景として描写される｡
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戦後の　｢堕落論｣　(21･4)　の　｢生きよ堕ちよ､その正当な手順のほかに､真に人間を救い得る便利な近道があ
りうるだろうか｣　や､｢続堕落論｣　(2 1･1 2)　の　｢天皇制だの'武士道だの､耐乏の精神だの､五十銭を三十銭にねぎる美徳だの､かかるもろもろのニセの着物をはぎと-､裸となり､ともかく人間となって出発し直す必要がある｣の言葉のよ に'制度上の偽装を見据え'それを解明する時 ､畳み掛ける高揚的律動には､ある種の覚醒作用がある｡京都滞在時の回想的な心象風景には'どこか沈静的律動も潜在する｡だがそれも､安定した誘眠を拒絶するような緊張感が主導になってい ｡それは一種の生命感覚的不安からの表現であり､特定の時代記事のレベルを超えて､廃城の実景として定着されてい ｡安吾の　｢実質｣的世界 ､何処までもこうした相反両立におい 現出する特質がある｡
(2)　｢無さに如かざる精神｣安吾は建築家タウーに提出された問題の批判的継承として､寺院建築や庭園の意味を論じる｡そして京都の両本











『笈の小文』　に､｢西行の和歌におけ '宗祇の連歌に ける､雪舟の絵に ける'利休が茶における'其貫道す
る物は一な-｣　の言葉がある.利休 近-に 秀吉が屠たわけで'そもそも四人の志向 異な が'それを統括するのは芭蕉の生き方である｡その不易流行の態度 ､｢現在と伝統 いずれかを選ぶのではなく､両者から断絶し
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手段である｡その限-で創造と批評は相互作用する｡そして彼 論理は美 抽象的批判から'具体的継承に交錯的に更新する｡そうした進展 場所は'狭隆な日常世界 は次元が異なる｡簡素も豪華も共に俗悪ならば､それを否定して抜け出せない惨めさより､その存在自体を肯定する閥連な立場があり､その典型として豊臣秀吉の例を取り上げる｡｢露とおき露と消えゆくわが身かな浪速のことは夢のまた夢｣とは'無常感(はかなさ)　の歌である｡彼は極限的豪著 は妙な悲しさが付 纏うと言い､三十三間堂が眼中にない広大な塀や､そ 前に座った が道化的に小さ-見えた智積院の犀風に､独自な美的価値を与える｡
彼は昭和七年五月に発表した｢ファルスについて｣　で､人間とは ｢空想と実際との食い違い 中に気息奄々とし



































んちゃん」は、全くのアモラルだと言う。「青ひげ」「サンドリヨン」などの一連の話には、「過ぎし昔の物語ならぴに教訓」という題がついている。 が「赤ずきんちゃん 末尾の「こういう優しげな狼たちこそが、どの狼よりも最も危ない 教訓は、彼にはモラルと見な れてはいない。ここで言われるモラルとは、現世的道徳 ことを指す。そして彼は大人の心で、この童話の美しさに寒々と打 れた。
いわばエロスを主眼に童話的世界に接触
している。そして、「この悪い狼は赤ずきんちゃんに びかかっ 、食べてしまいました」と う結末に 透明な切ない故郷 発見 いる。それは氷を抱きしめたような悲しい美であり、存在 原風景 こと る。
二つ目は「狂三巴の話である。そ 内容は、ある名高い殿様が、都での訴訟事がうまく運んだのは、常日頃の因














たが、貧乏で、もし育てれば、親子共倒れの状態になるので、生れ 子供を殺してしまう話であった。芥川は体こんな事が本当にあるのかねと訊ね と、農民作家 それは自分がしたことで、あ たは、それを悪いと思うかと、ぶっきらぼう 問い返した。この「彼の体は還しい 活力に糠っていた」(「題未定」) 農民作家との遣り取りで 芥川に出来た返答は、子を したことを善いとも悪 とも思っていな が、そのこと 、あなた 生活を一度は便利にしても、ただ不便なことにな というものである。知人 、やむを得ずに我 子を殺 た告白の所感を、有用的価値で答えているのは釈然とせず、 短編には作品として決定的な亀裂がある。だが、何よりも芥
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た　｢伊勢物語｣　の話には､隠橡の象徴的性格があ-､現実の生活苦と直面した　｢題未定｣　には'換隙の写実的性格がある｡それが特に重苦しく感受されるのは､現実感が強いからであ-､他の三 の話は､よ-虚構的である｡だが'四つの話のイメージ世界における主情性は､どれも死生観において類似する｡ど 話の当事者も､妖しく捉え所のない生を生きていて､結局は各々の死を死 しかない絶対の孤独を背負っている｡そこにあるのは生と死の境界線を流離うかのような､生存の孤絶性の切なさであ ｡そして故郷もまた､惨たらしく救いのないも で､最後に救いがないこと 唯一の救いであると説く
そして｢文学のふるさと｣　の全体構成には､簡単には纏ま ない個々の話の並列的要素が､相互関連的に含まれ
(‖ )
る意味の深みから'｢真理を一つ 映像として見せ ｣ような安吾特有の組合せ ある｡それは虚構的な其々 対象にも､自己の現存の意味を浸透させ､語りの過程における奇跡的な瞬間を逃さずに､全体を一つの主題に取り込むような手法である｡こうしたやり方は､｢日本文化私観｣ 構成 仕方にも反映されている｡
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Ⅳ　美感と倫理(-)　必要の｢やむべからざる生成｣昭和十四年五月に､安吾は新しい小説の構想を練るために､茨城県の取出に移った｡そこから電車で上野まで一
時間足らずで､利根川､江戸川､荒川を越え､その川岸に小菅刑務所が現れる｡その装飾のない近代的建築は威圧的でもなく､懐しいような美感があった｡また築地にドライアイス工場があり､そこも必要に応じた設備だけで成立していた｡その工場の異観と比べると'聖路加病院は子供細工のようで､郷愁を誘う大らかさには及ばなかった｡ある時､旅行先の港の入江に､軍艦が止っていた｡それは小さ-謙虚であったが､その美感に彼は魂を揺さぶられた｡そして刑務所･工場･軍艦とい 三つの物には､美を目的に加工した性質が全-ないことに思い当たった｡如何なる観念も､そうし 必要 　｢やむべからざ 生成｣を拒絶出来なかっ ｡物の　｢実質｣とは､観察主体が対象と接触す ことで感覚される何ものか ある｡それは生命活動の多様性を生み出す種子 あり'その実像と虚像をも同時に喚起するような対象それ自体 生命力の振動 ､彼 緊密な質量感として直覚される｡
タウトは構造が透明かつ単純な伊勢神宮に関して'形式がそのまま構造とな と言い'その外宮を｢建築の聖嗣｣




めた｡だがそれは古代史の謎に関する無知の知に類似するものであり'無関心の表明ではない｡彼には｢日本文化私観｣　の頃から'実地検証なしに謎の真の解明は有り得ないという方針があった｡その後'昭和二十二年一月の小説『道鏡』　を皮切に､昭和二十六年三月から十二月まで､｢文蛮春秋｣　に　『安吾新日本地理』　と題される古代史探求論が発表された｡また昭和二十六年十月の　｢歴史探偵方法論｣に語られるのは 『古事記』　や　『日本書紀』　 記載から史実を定め､証拠真偽の基準とするのではな-'記紀や他の資料を読むうち 次第に証拠が見えてきて'多分この事実を隠蔽するために記紀はこんな風に偽装したというカラクリ解明の志向である｡
第一回の　｢安吾･伊勢神宮にゆ-｣　(26･3) は'皇居前広場の一般庶民の風景から始まる｡そして飛行機で伊





弟姉妹の両面神話性という根本的性格が指摘される｡そして　『日本書紀』　の､武振熊が飛騨の両面宿健を退治した記載である　｢六十五年に､飛騨園に一人有り｡宿健と日ふ｡其れ鳥人､腰を萱にして両の面有り｡面各相背けり｡頂合ひて項無し｡各手足有-｡其れ膝有-て個鍾無し｡力多にして軽-捷し｡左右に勅を侃きて､四つの手に並弓矢を用ふ｡是を以て､皇命に随はず｡人民を掠略みて柴とす｡是に､和珂臣の祖難波板子武振熊を遺して諌ころきしむ｣(｢巻第十l､仁徳天 ､｣日本古典文学大系､414頁)　を手がかりに､その痕跡 飛騨側の伝説と照合する｡そして壮大な想像と赦密な分析で､馬に乗りな ら美濃と信濃の山岳地帯 移動した飛騨王朝の人々 存在を､いわば仮想現実的に浮彫りにす ｡官撰国史である記紀には 大友皇子的な悲劇性が､両面伝説の立役者の運命として重なり､各時代の各人物に分散されたという視角には､古代史の謎が深まる趣があ ｡
壬申の乱という古代史の通説を､まるで書き換えるかの歴史観を説-安吾 実証的合理主義には､何よりも非合






て､彼が日本中を旅した時の､戦災をうけない都市が'戦災都市より 汚い いう感想である｡｢私は十何年か前に､龍安寺の石庭 見 とき この秋の旅先で感じたように心が重く暗-なった｣ 言う｡一定の場所で沈静化する気持ちの方 ｢実質｣よ- 威力があり､そこに些か 不自然さもない日本的風流の心境 は､安吾には突き放され ､いわば故郷への異和感と同一のも であった｡
昭和二十七年二月には群馬県の桐生に移り住む｡桐生の川のある町のたたずまいや､古墳を連想させる山々の景





( 1 3 )
晩年の和辻哲郎は､桂離宮に関して綿密な論証を展開した｡その　｢二､桂離宮の創始者八条宮とその周辺｣　で､
桂離宮の造営に関して､初代八条宮(智仁親王)　が創始者であり､また｢六､加藤左馬助進上奥州白川石｣では'『桂御別業之記』を点検し'小堀遠州に関する記事は全-信用できないと言う｡それは､｢ご催促なき ､ご助言なきこと､ご費用お請いなきこと｣(『日本美の再発見』　｢永遠なるもの-桂離宮｣)　 三つの条件を出した小堀遠州というタウトが信じた伝説的改革者像を意識的に否定 解である｡
桂離宮の建築と庭園の美には､庇や敷石に直線的支配があり､特に白川橋は庭園 景観を統括する｡その直線の








常に綻びがちな庶民生活の泣き笑いの様相を暗示させるものがある｡また昭和三十年の『安吾新日本風土記』の｢高千穂に冬雨ふれり｣　では'流浪の遊芸人が土着した面影に関心を示し'神楽歌の精神を､神が卑小な人間生活と重なり合う所 見ている｡それを切ない悲しみと実感 '庶民生活と 距離感を約めた所から自己の現存の意味を再認識するのが､彼の個性的 思想表現の特質である｡
( 1 5 )
近代日本の思想界には､外国一辺倒の理想化や'排外的な日本の理想化に多くが陥った傾向がある｡だが安吾が
そうした短絡傾向から免れていたのはー彼が夢と現 複雑な相関を生きている　｢私｣　の現存の意味を問う所から身を起こしていたからである｡ は国家を理想とせず､まずは理想と現実を区別した 言える｡そして､自己内部生命の持続感から外部の事物を見直すことで､より以上 庶民生活の向上が希求された｡こ 振幅 激しい思想には､前近代性と近代性の相反が無頼な自己の現存を軸に 有機的に絡まり合っている｡近代日本はキリスー教 軸とせず 神仏儒の伝統思想を持ちなが ､西洋近代文明を逸早く移入した｡ こに様々な混乱状況 現出せざるえなかった｡そうした無構造な庶民生活 渦巻-場所に'積極的意味が探求される｡そ て彼が生きた時代の武蔵野の景観を前に'｢西洋風の安直なバラックを模倣し 得々 しても我々 文化は健康だ｡我々の伝統も健康だ｡必要ならば公園をひっ-り返して菜園にせよ｣と言 ｡彼には日本人が自然性に即して活動する限-'その 命力は現実的有用性と交感Ltまた背後的には超越的根源性によって更新されるべきという先導的思 がある｡その生活風景は絶対的虚無を背景 '眼前にある庶民生活の活動的景観とし 描かれる｡近代日本の欧米(模倣)　 雑然たる風景にも､実生活の魂さえあれば'美が生成するというのが 安吾 人間生命に関する根本 価値観であった｡
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坂口安吾とは異質な純粋美学の視点からは､美とは受動性の純粋感覚である｡ブルーノ･タウトの　『日本美の再
発見』　(1 4･6)などの日本文化論には､存在感覚と無感覚の問にある純粋感覚の受動性の沈静化を､精妙な構造感で意識的に見究めた性格がある｡だが安吾のように懐かしい故郷に突き放され､そこへ 回帰を自ら拒絶する限り､美とは能動性の生命感覚による生動の渦中 しかない｡過剰なまでに｢美は､特に美を意識してなされたところからは､生まれてこない｣(｢日本文化私観｣美について)と説-理由は'彼 思想表現の特質が'意識的能動性と無意識的受動性の中間領域で､上昇と下降の両面を躍動的に行き交うよう 無意識的能動性 あるからである｡そこでの美的対象 ､自己の不安な生命感覚を'緊密な質量とい 尺度によって､無意識の機能 に到達するまで主体的に実現する創造過程において発見され ｡｢生きよ'堕ちよ｣(｢堕落論｣　2 1･4)と人々を鼓舞し先導する安吾には､スタティックに精神 分裂的歪みを回避する意識的受動性の沈静化の立場に 箱庭的な風流の心境と同様に､突き放されるものがあった｡またそうした所謂｢受け身 ずるさ｣(｢続堕落論｣　2･S)とは､彼が突き放すべき心境の一種であった｡心境小説 達人である志賀直哉へ 異様なまで 批判も､そう た感 実現の仕方における個性的質差から生じたと言える｡
近代社会では､各々が他の視点から自己を見るとともに'自己の視点から他を見ている傾向がある｡また現実的
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的作者なのである｣　の指摘がある｡奥野健男(『坂口安吾』-安吾発見､虚無的合理主義-安吾の宇宙'文蛮春秋'昭和四十七年九月)｡渡辺二郎(『芸術の哲学』筑摩書房､平成十年六月)｡『風俗文選』　に｢翁の日-｡俳譜といふに､三つの品あ-｡寂実はその情をいへ-｡女色美肴にあそびて､粗食のさびをたのしみ'風流はそ すがたをいへり｡綾羅錦繍に居て､薦着たる人をわすれず｡風狂は其の言語をいへり言語は'虚に居て実をおこなふべし｡実に居て､虚にあそぶ事はかたし｣　(支考｢陳情表｣)　がある｡そうした虚実の理論とは､俳語は写実を根本と が'実を実として写すよりも'虚との相応で純化して､その実を理想的な姿に表現すべきという考えである｡こうした虚 の発想は 安吾の　｢無きに如かざる精神｣からの反転と通低する｡窪田高明(『超越の思想』､第四章　日常と自由-俳語の行方- ､東京大学出版会'平成五年二月)｡竹内整一(『｢おのずから｣と｢みずから｣日本思想 基層』第九章｢空即是色｣　の荘厳｢みずから｣｢おのずから｣であること､四'徹底 転回､春秋社､平成十六年二月)｡佐藤正英(｢吹雪物語について ノート｣ 現代思想 特集'坂口安吾-堕落の倫理､青土社､平成 年八月)0柄谷行人(『坂口安吾と中上健次』　【 一部】 めぐって､『日本文化私観』論､太田出版､平成八年一月)｡奥山文幸(国文学　解釈と鑑賞　特集坂口安吾の魅力｢坂口安吾 歴史観･序説　パラタクシスという方法 ､至文堂､平成十八年十一月)｡和田博文　(国文学　解釈と鑑賞　特集坂口安吾の世界｢『安吾新 本地理 と　『安吾新日本風土記』-精神 地誌｣､至文堂'平成五年二月)｡和辻哲郎(全集第二巻｢桂離宮｣､(｢様式の背後を探る｣　33･9)､岩波書店､昭和三十六年十二市倉宏祐(『和辻哲郎の視圏　古寺巡礼･倫理学･桂離宮』､Ⅵ　｢晩年の和辻｣'春秋社､平成 七年二月)0加藤周一(『著作集7』　近代日本の文明史的位置Ⅳ｢日本人の外国観｣｢日本人の世界像｣ 凡社､昭和五十五年七月)｡
(1 6)　近松良之(『日本文化のなりたち』エロティシズムとそのにない手､みき書房､昭和四十九年十二月)0
